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1. 計算条件

1.1 計算部位 

概要図に強度計算箇所を示す。 

図1－1 概要図 

1.2 設計条件 

最高使用圧力(MPa) 0.853 

最高使用温度(℃) 200 

２. ４（２）

２. ４（６）

２. ６（３） ２. ４（１）

２. ３（１）

２. ６（２）

２. ２（１）

２. ４（３）

２. ６（１）

２. ６（２）

２. ４（２）

２．４（８） 

２. ４（７）

２. ４（４）
２. ２（１） ２. ５（２）

２. ４（５）

２. １(１) ２. ５（１）

図中の番号は次頁以降の 

計算項目番号を示す。 



2. 強度計算

 2.1　容器の胴の厚さの計算

設計・建設規格 PVC-3120

胴板名称 (1) 胴板

材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

胴の内径 Ｄｉ （mm） 2200.00

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 有り

必要厚さ ｔ１ （mm） 1.50

必要厚さ ｔ２ （mm） 8.82

ｔ１，ｔ２の大きい値 ｔ （mm） 8.82

呼び厚さ ｔｓｏ （mm） 20.00

最小厚さ ｔｓ （mm）

評価：ｔｓ≧ｔ，よって十分である。

突合せ両側溶接
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2.2　容器の鏡板の厚さの計算

（イ）設計・建設規格 PVC-3210

鏡板の形状

鏡板名称 (1) 鏡板

鏡板の外径 Ｄｏｃ （mm） 2240.00

鏡板の中央部における内面の半径 Ｒ （mm） 2200.00

鏡板のすみの丸みの内半径 ｒ （mm） 220.00

3・ｔｃｏ （mm） 60.00

0.06・Ｄｏｃ （mm） 134.40

評価：Ｄｏｃ≧Ｒ，ｒ≧3・ｔｃｏ，ｒ≧0.06・Ｄｏｃ，ｒ≧50mm，よってさら形鏡板である。

（ロ）設計・建設規格 PVC-3220

鏡板の厚さ

鏡板名称 (1) 鏡板

材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

胴の内径 Ｄi （mm） 2200.00

さら形鏡板の形状による係数 Ｗ 1.54

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 8.82

必要厚さ ｔ２ （mm） 13.52

ｔ１，ｔ２の大きい値 ｔ （mm） 13.52

呼び厚さ ｔｃｏ （mm） 20.00

最小厚さ ｔｃ （mm）

評価：ｔｃ≧ｔ，よって十分である。

継手無し
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2.3　容器の平板の厚さの計算

（イ）設計・建設規格 PVC-3310

取付け方法及び穴の有無

平板名称 (1) マンホール平板

平板の取付け方法 （ｉ）

平板の穴の有無 無し

溶接部の寸法 ｔｗ１ （mm） 18.00

溶接部の寸法 ｔｗ２ （mm） 30.00

胴又は管の計算上必要な厚さ ｔｓｒ （mm） 2.22

胴又は管の最小厚さ ｔｓ （mm）

（mm） 48.00

2・ｔs （mm）

1.25・ｔｓｒ （mm） 2.78

評価：ｔｗ１＋ｔｗ２≧2・ｔｓ，ｔｗ１≧ｔｓ，ｔｓ≧1.25・ｔｓｒ，よって十分である。

（ロ）設計・建設規格 PVC-3310

平板の厚さ

平板名称 (1) マンホール平板

材料 SUSF316L（厚さ130mm未満）

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

取付け方法による係数 Ｋ 0.33

平板の径 ｄ （mm） 525.03

必要厚さ ｔ （mm） 26.93

呼び厚さ ｔｐｏ （mm） 35.00

最小厚さ ｔｐ （mm）

評価：ｔｐ≧ｔ，よって十分である。
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2.4　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 216.30

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.86

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.86

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 8.20

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(1) ベントガス入口

SUS316LTP-S

継手無し

S
2
 補

Ⅵ
-
3-

3
-7

-
5-

1
-3

 
R0

0.853

 5

70723346
長方形



　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 216.30

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.86

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.86

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 8.20

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(2) ベントガス出口

SUS316LTP-S

継手無し
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　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 34.00

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.14

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.14

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 3.40

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(3) スクラビング液補給口

SUS316LTP-S

継手無し
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　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 60.50

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.24

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.24

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 3.90

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(4) ドレン

SUS316LTP-S

継手無し
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　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 60.50

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.24

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.24

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 3.90

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(5) 連絡管

SUS316LTP-S

継手無し
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　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 27.20

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.11

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.11

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 3.90

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(6) 液位計

SUS316LTP-S

継手無し
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　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 558.80

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 有り

必要厚さ ｔ１ （mm） 2.22

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 2.22

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 20.00

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(7) マンホール

SUS316L

突合せ両側溶接
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　容器の管台の厚さの計算

　　 設計・建設規格 PVC-3610

管台名称

材料

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85

最高使用温度 （℃） 200   

管台の外径 Ｄｏ （mm） 27.20

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107   

継手効率 η 1.00

継手の種類

放射線検査の有無 

必要厚さ ｔ１ （mm） 0.11

必要厚さ ｔ３ （mm） 

ｔ１，ｔ３の大きい値 ｔ （mm） 0.11

呼び厚さ ｔｎｏ （mm） 3.90

最小厚さ ｔｎ （mm）

評価：ｔｎ≧ｔ，よって十分である。

(8) 液位計

SUS316LTP-S

継手無し
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2.5　容器の補強を要しない穴の最大径の計算

     設計・建設規格 PVC-3150(2)

胴板名称 (1) 胴板

材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85  

最高使用温度 （℃） 200     

胴の外径 Ｄ （mm） 2240.00  

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107     

胴板の最小厚さ ｔｓ （mm）

継手効率 η 1.00  

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無 

ｄｒ１＝（Ｄ－2・ｔｓ）／4 （mm）

61，ｄｒ１の小さい値 （mm） 61.00  

Ｋ

Ｄ・ｔｓ （mm2）

200，ｄｒ２の小さい値 （mm） 200.00  

補強を要しない穴の最大径 （mm） 200.00  

評価：補強の計算を要する穴の名称 ベントガス入口(2.6(1))

ベントガス出口(2.6(2))

マンホール(2.6(3))
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　容器の補強を要しない穴の最大径の計算

     設計・建設規格 PVC-3230(2)

鏡板名称 (2) 鏡板

材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa） 0.85  

最高使用温度 （℃） 200     

鏡板のフランジ部の外径 Ｄ （mm） 2240.00  

許容引張応力 Ｓ （MPa） 107     

鏡板の最小厚さ ｔｃ （mm）

継手効率 η 1.00  

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無 

ｄｒ１＝（Ｄ－2・ｔｃ）／4 （mm）

61，ｄｒ１の小さい値 （mm） 61.00  

Ｋ

Ｄ・ｔｃ （mm2）

200，ｄｒ２の小さい値 （mm） 198.94  

補強を要しない穴の最大径 （mm） 198.94  

評価：補強の計算を要する穴の名称 無し
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2.6　容器の穴の補強計算

     設計・建設規格 PVC-3160

参照附図　ＷＥＬＤ－１１ 

部材名称 (1) ベントガス入口

胴板材料 SUS316L

管台材料 SUS316LTP-S

強め板材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa）

最高使用温度 （℃） 200   

胴板の許容引張応力 Ｓｓ （MPa） 107   

管台の許容引張応力 Ｓｎ （MPa） 107   

強め板の許容引張応力 Ｓｅ （MPa） 107   

穴の径 ｄ （mm）

管台が取り付く穴の径 ｄｗ （mm） 226.30

胴板の最小厚さ ｔｓ （mm）

管台の最小厚さ ｔｎ （mm）

胴板の継手効率 η 1.00

係数 Ｆ 1.00

胴の内径 Ｄｉ （mm） 2200.00

胴板の計算上必要な厚さ ｔｓｒ （mm） 8.82

管台の計算上必要な厚さ ｔｎｒ （mm）

穴の補強に必要な面積 Ａｒ （mm2）
補強の有効範囲 Ｘ１ （mm）

補強の有効範囲 Ｘ２ （mm）

補強の有効範囲 Ｘ （mm）

補強の有効範囲 Ｙ１ （mm）

補強の有効範囲 Ｙ２ （mm）

強め板の最小厚さ ｔｅ （mm）

強め板の外径 Ｂｅ （mm） 400.00

管台の外径 Ｄｏｎ （mm） 216.30

溶接寸法 Ｌ１ （mm） 9.00

溶接寸法 Ｌ２ （mm） 14.00

溶接寸法 Ｌ３ （mm） 9.00

胴板の有効補強面積 Ａ１ （mm2）
管台の有効補強面積 Ａ２ （mm2）
すみ肉溶接部の有効補強面積 Ａ３ （mm2） 162.0 

強め板の有効補強面積 Ａ４ （mm2）
補強に有効な総面積 Ａ０ （mm2）  5.690×103

評価：Ａ０＞Ａｒ，よって十分である。
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部材名称 (1) ベントガス入口

　大きい穴の補強

補強を要する穴の限界径 ｄｊ （mm） 733.33

評価：ｄ≦ｄｊ，よって大きい穴の補強計算は必要ない。

溶接部にかかる荷重 Ｗ１ （N）  4.213×105

溶接部にかかる荷重 Ｗ２ （N）

溶接部の負うべき荷重 Ｗ （N）

すみ肉溶接の許容せん断応力 Ｓｗ１ （MPa） 49   

突合せ溶接の許容せん断応力 Ｓｗ２ （MPa） 60   

突合せ溶接の許容引張応力 Ｓｗ３ （MPa） 75   

管台壁の許容せん断応力 Ｓｗ４ （MPa） 75   

応力除去の有無 無し

すみ肉溶接の許容せん断応力係数 Ｆ１ 0.46

突合せ溶接の許容せん断応力係数 Ｆ２ 0.56

突合せ溶接の許容引張応力係数 Ｆ３ 0.70

管台壁の許容せん断応力係数 Ｆ４ 0.70

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ１ （N）  1.505×105

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ２ （N）  1.505×105

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ３ （N）  4.330×105

突合せ溶接部のせん断力 Ｗｅ４ （N）  1.018×105

突合せ溶接部の引張力 Ｗｅ８ （N）

突合せ溶接部の引張力 Ｗｅ９ （N）

管台のせん断力 Ｗｅ１０ （N）  1.575×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ１ （N）  6.853×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ２ （N）  7.444×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ３ （N）  7.162×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ４ （N）  6.922×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ５ （N）  3.080×105

評価：Ｗｅｂｐ１≧Ｗ，Ｗｅｂｐ２≧Ｗ，Ｗｅｂｐ３≧Ｗ，Ｗｅｂｐ４≧Ｗ，Ｗｅｂｐ５≧Ｗ
以上より十分である。S
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　容器の穴の補強計算

     設計・建設規格 PVC-3160

参照附図　ＷＥＬＤ－１１ 

部材名称 (2) ベントガス出口

胴板材料 SUS316L

管台材料 SUS316LTP-S

強め板材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa）

最高使用温度 （℃） 200   

胴板の許容引張応力 Ｓｓ （MPa） 107   

管台の許容引張応力 Ｓｎ （MPa） 107   

強め板の許容引張応力 Ｓｅ （MPa） 107   

穴の径 ｄ （mm）

管台が取り付く穴の径 ｄｗ （mm） 226.30

胴板の最小厚さ ｔｓ （mm）

管台の最小厚さ ｔｎ （mm）

胴板の継手効率 η 1.00

係数 Ｆ 1.00

胴の内径 Ｄｉ （mm） 2200.00

胴板の計算上必要な厚さ ｔｓｒ （mm） 8.82

管台の計算上必要な厚さ ｔｎｒ （mm）

穴の補強に必要な面積 Ａｒ （mm2）
補強の有効範囲 Ｘ１ （mm）

補強の有効範囲 Ｘ２ （mm）

補強の有効範囲 Ｘ （mm）

補強の有効範囲 Ｙ１ （mm）

補強の有効範囲 Ｙ２ （mm）

強め板の最小厚さ ｔｅ （mm）

強め板の外径 Ｂｅ （mm） 400.00

管台の外径 Ｄｏｎ （mm） 216.30

溶接寸法 Ｌ１ （mm） 9.00

溶接寸法 Ｌ２ （mm） 14.00

溶接寸法 Ｌ３ （mm） 9.00

胴板の有効補強面積 Ａ１ （mm2）
管台の有効補強面積 Ａ２ （mm2）
すみ肉溶接部の有効補強面積 Ａ３ （mm2） 162.0 

強め板の有効補強面積 Ａ４ （mm2）
補強に有効な総面積 Ａ０ （mm2）  5.690×103

評価：Ａ０＞Ａｒ，よって十分である。
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部材名称 (2) ベントガス出口

　大きい穴の補強

補強を要する穴の限界径 ｄｊ （mm） 733.33

評価：ｄ≦ｄｊ，よって大きい穴の補強計算は必要ない。

溶接部にかかる荷重 Ｗ１ （N）  4.213×105

溶接部にかかる荷重 Ｗ２ （N）

溶接部の負うべき荷重 Ｗ （N）

すみ肉溶接の許容せん断応力 Ｓｗ１ （MPa） 49   

突合せ溶接の許容せん断応力 Ｓｗ２ （MPa） 60   

突合せ溶接の許容引張応力 Ｓｗ３ （MPa） 75   

管台壁の許容せん断応力 Ｓｗ４ （MPa） 75   

応力除去の有無 無し

すみ肉溶接の許容せん断応力係数 Ｆ１ 0.46

突合せ溶接の許容せん断応力係数 Ｆ２ 0.56

突合せ溶接の許容引張応力係数 Ｆ３ 0.70

管台壁の許容せん断応力係数 Ｆ４ 0.70

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ１ （N）  1.505×105

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ２ （N）  1.505×105

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ３ （N）  4.330×105

突合せ溶接部のせん断力 Ｗｅ４ （N）  1.018×105

突合せ溶接部の引張力 Ｗｅ８ （N）

突合せ溶接部の引張力 Ｗｅ９ （N）

管台のせん断力 Ｗｅ１０ （N）  1.575×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ１ （N）  6.853×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ２ （N）  7.444×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ３ （N）  7.162×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ４ （N）  6.922×105

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ５ （N）  3.080×105

評価：Ｗｅｂｐ１≧Ｗ，Ｗｅｂｐ２≧Ｗ，Ｗｅｂｐ３≧Ｗ，Ｗｅｂｐ４≧Ｗ，Ｗｅｂｐ５≧Ｗ
以上より十分である。S
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　容器の穴の補強計算

     設計・建設規格 PVC-3160

参照附図　ＷＥＬＤ－１１ 

部材名称 (3) マンホール

胴板材料 SUS316L

管台材料 SUS316L

強め板材料 SUS316L

最高使用圧力 Ｐ （MPa）

最高使用温度 （℃） 200   

胴板の許容引張応力 Ｓｓ （MPa） 107   

管台の許容引張応力 Ｓｎ （MPa） 107   

強め板の許容引張応力 Ｓｅ （MPa） 107   

穴の径 ｄ （mm）

管台が取り付く穴の径 ｄｗ （mm） 568.80

胴板の最小厚さ ｔｓ （mm）

管台の最小厚さ ｔｎ （mm）

胴板の継手効率 η 1.00

係数 Ｆ 1.00

胴の内径 Ｄｉ （mm） 2200.00

胴板の計算上必要な厚さ ｔｓｒ （mm） 8.82

管台の計算上必要な厚さ ｔｎｒ （mm）

穴の補強に必要な面積 Ａｒ （mm2）
補強の有効範囲 Ｘ１ （mm）

補強の有効範囲 Ｘ２ （mm）

補強の有効範囲 Ｘ （mm）

補強の有効範囲 Ｙ１ （mm）

補強の有効範囲 Ｙ２ （mm）

強め板の最小厚さ ｔｅ （mm）

強め板の外径 Ｂｅ （mm） 850.00

管台の外径 Ｄｏｎ （mm） 558.80

溶接寸法 Ｌ１ （mm） 9.00

溶接寸法 Ｌ２ （mm） 14.00

溶接寸法 Ｌ３ （mm） 19.00

胴板の有効補強面積 Ａ１ （mm2）
管台の有効補強面積 Ａ２ （mm2）
すみ肉溶接部の有効補強面積 Ａ３ （mm2） 638.0 

強め板の有効補強面積 Ａ４ （mm2）
補強に有効な総面積 Ａ０ （mm2）  1.295×104

評価：Ａ０＞Ａｒ，よって十分である。
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部材名称 (3) マンホール

　大きい穴の補強

補強を要する穴の限界径 ｄｊ （mm） 733.33

評価：ｄ≦ｄｊ，よって大きい穴の補強計算は必要ない。

溶接部にかかる荷重 Ｗ１ （N）  9.014×105

溶接部にかかる荷重 Ｗ２ （N）

溶接部の負うべき荷重 Ｗ （N）

すみ肉溶接の許容せん断応力 Ｓｗ１ （MPa） 49   

突合せ溶接の許容せん断応力 Ｓｗ２ （MPa） 60   

突合せ溶接の許容引張応力 Ｓｗ３ （MPa） 75   

管台壁の許容せん断応力 Ｓｗ４ （MPa） 75   

応力除去の有無 無し

すみ肉溶接の許容せん断応力係数 Ｆ１ 0.46

突合せ溶接の許容せん断応力係数 Ｆ２ 0.56

突合せ溶接の許容引張応力係数 Ｆ３ 0.70

管台壁の許容せん断応力係数 Ｆ４ 0.70

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ１ （N）  3.888×105

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ２ （N）  8.209×105

すみ肉溶接部のせん断力 Ｗｅ３ （N）  9.200×105

突合せ溶接部のせん断力 Ｗｅ４ （N）  2.630×105

突合せ溶接部の引張力 Ｗｅ８ （N）

突合せ溶接部の引張力 Ｗｅ９ （N）

管台のせん断力 Ｗｅ１０ （N）  1.076×106

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ１ （N）  2.004×106

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ２ （N）  2.355×106

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ３ （N）  2.250×106

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ４ （N）  2.259×106

予想される破断箇所の強さ Ｗｅｂｐ５ （N）  1.465×106

評価：Ｗｅｂｐ１≧Ｗ，Ｗｅｂｐ２≧Ｗ，Ｗｅｂｐ３≧Ｗ，Ｗｅｂｐ４≧Ｗ，Ｗｅｂｐ５≧Ｗ
以上より十分である。S
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3. 支持構造物の強度計算書

(1) 一次圧縮応力評価

種類 脚本数 材料 
最高使用温度 

(℃) 

Ｆ値 

(MPa) 

鉛直荷重 

Ｆｃ(N) 

断面積 

Ａ(mm2) 

一次圧縮応力 

σｃ(MPa) 

許容圧縮応力 

ｆｃ(MPa) 
評価 

スカート支持

たて置円筒形容器 
― SUS304 200 194 2 129 

σｃはｆｃ以下である

ので，支持構造物の強

度は十分である。 
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